
 
 
 
１ 地域の歴史の記録保存及び普及啓発 
1-1 郷土資料の調査収集・活用（補助） 

新宿に関連する郷土資料を継承するため、継続的に調査・収集を行い、適切な環境下

で保存するとともに、展示や事業で積極的に活用する。平成 31 年度は、新宿歴史博物

館所蔵の写真資料について、前年度に引き続き整理を行い、写真公開デジタルアーカイ 
ブで公開する。 
≪成果指標≫ 公開写真増数 50 点 

 
1-2 展示会の開催（補助） 

新宿の歴史・文化に関する様々なテーマを設定し、企画展示室を中心に展示会を行う。

他館からの借用等を含めて行う特別展・協働企画展、新宿区の所蔵する資料を中心とし

て行う所蔵資料展の二つの手法で実施する。平成 31 年度は、国土交通省国土地理院等

を含む近代測量 150 年記念事業推進会議と連携し、会議を構成する各機関の所蔵する貴

重な地図や測量器具、新宿歴史博物館が所蔵する江戸時代の切絵図等を紹介する特別展

を開催する。また、所蔵資料展では、新宿区の行ってきた埋蔵文化財の調査成果の紹介

や要望の多い写真の展示を行う。 
≪成果指標≫ 延べ観覧者数 12,500 人 

 
1-3 文化財等の保存・公開（補助） 

新宿区内にある有形・無形の文化財の維持・保存に努めるとともに、これらの資源を

活用し、歴史・文化の普及・啓発につなげる。平成 31 年度においては、前年度に引き

続き、国史跡「林氏墓地」の公開や新宿区無形民俗文化財「高田馬場流鏑馬」の運営支

援等を行う。また、講談や伝統芸能体験等を実施する。「民俗芸能の集い」については、

隔年実施のため平成 31 年度は実施しない。 
≪成果指標≫ 公開参加者数 440 人、流鏑馬観覧者数 3,500 人 

 
1-4 講座・講演会の開催（自主） 

新宿の歴史・文化をテーマとした講座や講演会、ワークショップ形式の体験講座、イ

ベント等を実施する。併せて、展示会等と連動した講座等も企画し、博物館の利用増に

つなげる。平成 31 年度においては、新宿ゆかりの人物の生誕を記念した講演会等を開

催する。また、小・中学校の夏休み期間には、子ども・ファミリー向けの企画を実施す

る。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 2,196 人 

平成 年度事業の概要
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1-5 歴史文化探訪（自主） 
新宿の持つ歴史や文化に実際に触れる機会を設けるため、新宿に関するテーマを定め、

史跡や歴史を辿るまち歩きを実施する。また、企画・運営及び当日のガイドを担当する

博物館ボランティアと協働して、新宿の魅力を積極的に発信する。さらに、区内のコー

スのみならず、関連する区外の史跡も訪ねる機会をつくり、参加者満足度向上を図る。 
≪成果指標≫ 参加者数 228 人 

 
1-6 学校等への教育活動支援（補助） 

未来を担う世代を対象に、新宿の歴史・文化に対する興味や郷土愛を育む機会をつく

るため、学校等を通じた博物館利用を積極的に働きかける。また、社会科見学や職場体

験等、区内小・中学校の児童・生徒を中心とした地域・歴史学習への取組みを支援する。

さらに、大学等とも連携し、授業への協力やインターンシップ及び実習生の受け入れを

行う。 
≪成果指標≫ 連携学校数 60 校 

 
1-7 漱石山房関連事業（補助） 

漱石山房記念館を主会場とする特別展、テーマ展、文学講座、文学散歩等の事業を実

施する。特別展では、平成 30 年度に引き続き、漱石門下生の一人で、1918 年に雑誌『赤

い鳥』を創刊し、我が国児童文学の普及に大きな功績を残した鈴木三重吉の活動と足跡

や、漱石との交流を辿る資料を展示する。また、小・中学校の夏休み期間中にあわせ

子どもを対象とした展示会を開催する。郷土資料の調査収集と活用に関しては、引き続

き漱石に関連する図書・資料等の収集を図り、その作品と門下生たちとの交流を紹介す

る。文学講座及び文学散歩をいずれも各 2 回実施し、漱石の作品や活動の足跡を辿る。 
経常費用は、特別展開催に伴う使用料及び賃借料や委託費増等により、前年度比 3,438

千円増加。 
≪成果指標≫ 参加者数 7,173 人、リファレンス数 1,000 件、協力学校数 40 校 

 
1-8 博物館ボランティアの活動支援（補助） 

博物館や記念館で解説や事業運営の補助を行うボランティアを支援する。具体的には、

展示や施設の解説や案内等に従事する地域人材に、活動の場と機会を提供し、博物館や

記念館の魅力増を図る。また、各種研修等を実施し、ボランティアのレベルアップと活

動しやすい環境を整備して、利用者の満足度向上につなげる。 
≪成果指標≫ 活動回数 2,200 回 

 
1-9 ミュージアムショップ（自主） 

新宿の歴史・文化、夏目漱石に関する刊行物や関連するグッズ等を制作・販売し、新
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宿歴史博物館、漱石山房記念館や他記念館等の来館者サービスの向上を図る。また、収

益の一部を歴史・文化施設の施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。 
 
２  文化芸術の振興と地域の文化活動を通じた豊かな心の育成 
2-1-(1)  舞台芸術鑑賞機会の提供（補助） 

新宿文化センターが平成 31 年 4 月 1 日で開館 40 周年を迎えるため、平成 31 年度通

年で開館 40 周年事業を実施する。4 年目を迎えるイタリアの俊英指揮者バッティストー

ニ氏が区民合唱団を指揮する演奏会では、ウォルトン作曲「ベルシャザルの饗宴」、エル

ガー作曲「威風堂々第 1 番」を取り上げる。また、K バレエカンパニー（熊川哲也主宰）

と連携し、3 年目を迎える「はじめてのバレエ鑑賞」は毎回好評を博しているため 1 日 2
回公演を実施する。 
経常費用は、上記取り組みによる委託費及び消費税増等により、前年度比 5,174 千円

増加。その財源は、事業収益で 4,150 千円、区補助金で 1,024 千円の増額を見込む。 
≪成果指標≫ 来場者数 8,840 人 

 
2-1-(2)  実験的創造的舞台芸術鑑賞機会の提供（自主） 

新宿文化センター40 周年を記念し、開館年（1979 年）に新宿文化センターで催された

「南こうせつライブ」を実施する。新宿における大衆音楽文化のレガシーとしてシリー

ズ化している「新宿オペレッタ劇場」では、区内在住在勤在学の声楽家オーディション

を実施し、地域の芸術家への機会提供を行う。5 年目を迎えるダンス・プロジェクトにも

平成 30 年度同様、劇団四季、K バレエカンパニー、松山バレエ団等が参加する。 
≪成果指標≫ 来場者数 1,900 人 

 
2-2-(1) ライフアップ講座（自主） 

「仏像の魅力を探る」「音楽鑑賞講座」「健康ボイストレーニング講座」「将棋講座」「ハ

ンドベル講座」等、暮らしを豊かにする文化教養講座、趣味実技講座の実施を予定して

いる。 
≪成果指標≫延べ参加者数 1,619 人 

 
2-2-(2) ライフアップ講座（受託 / 消費者支援講座分） 

新宿区からの受託講座として、消費生活に関する知識の普及を図り、区民の生活向上

に寄与する社会性、時代性、地域性を踏まえた生活に密着したテーマを取り上げる「消

費者講座」を年間 10 回実施する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 320 人 
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2-3-(1)  区民参加型事業 (1) 区民合唱団の運営（自主） 
新宿文化センター開館 40 周年事業として実施する、ウォルトン作曲「ベルシャザルの

饗宴」に参加する区民を中心とした 200 人規模の合唱団を運営する。30 回程度の練習を

経て、バッティストーニ指揮、東京フィルハーモニー交響楽団とともに、令和 2 年（2020
年）1 月 29 日に演奏会を行う。 
≪成果指標≫ 参加者数 200 人 

 
2-3-(2) 区民参加型事業 (2) 新宿ミュージカル講座（自主） 

小学生から成人を対象に、ミュージカルの楽しさを体験できる機会を提供する講座を

実施し、その成果を「国際都市新宿・踊りの祭典」において発表する。 
≪成果指標≫ 参加者数 40 人 

 
2-4 文化団体への活動支援（自主） 

新宿文化センターの登録文化団体等からの相談に対し、ホールの専門的知見からアド

バイスを行う。また、新宿区合唱連盟と共同主催で、6 月 8 日に新宿合唱祭「初夏にうた

おう」を実施する。 
≪成果指標≫ 文化団体登録数 46 団体 

 
2-5 生涯学習フェスティバル（補助） 

区民の生涯学習活動の活性化と文化芸術の振興を目的として、日頃の生涯学習および

文化芸術活動の成果を発表するとともに、区民への鑑賞の場を提供する。具体的には、「音

楽・コーラスのつどい」「邦楽のつどい」「吟剣詩舞のつどい」等のステージ発表、「絵画

展」「書の展」「いけ花展」「短歌・俳句・川柳展」「手工芸・陶芸展」「写真展」等の展示

及び「茶の湯の会」を行い、新宿区における秋の文化祭として位置付けるとともに、事

業をサポートするボランティアに活動の場を提供する。 
≪成果指標≫ 出展・出演者数 2,200 人、来場者数 5,000 人 

 
 
３ スポーツの振興と地域のスポーツ活動を通じた健全な心身の育成 
3-1-(1) トップアスリートとの交流事業（自主） 

スポーツへの関心と意欲の高揚を図るため、プロスポーツの試合観戦や選手との交流、

トップアスリートによるスポーツ教室・体験会・講演会等を実施する。

≪成果指標≫ 延べ参加者数 2,250 人 
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3-1-(2) トップアスリートとの交流事業（補助） オリンピック・パラリンピック気運 
醸成事業 *区計画事業 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けた気運醸成のため、オリンピアンやパ

ラリンピアン等のトップアスリートによる練習見学会・体験会を実施する。また、パラ

リンピック競技内容等を紹介するパネル展を行い、パラスポーツへの理解と関心につな

げる。

≪成果指標≫ 延べ参加者数 500 人 
 
3-2-(1) ＜特定費用準備資金充当事業＞  

新宿シティハーフマラソン・区民健康マラソン（自主） 
例年全国から 1 万人を超える参加がある本大会は、平成 31 年度に第 18 回大会を迎え

る。平成 31 年度も明治神宮野球場をメイン会場とし、主にその使用料を特定費用準備資

金として充当する。 
≪成果指標≫ 参加者数 10,000 人 

 
3-2-(2) 新宿シティハーフマラソン・区民健康マラソン（補助） 

平成 31 年度も明治神宮野球場をメイン会場として、新国立競技場及び周辺道路等の整

備状況を踏まえ、安全・安心な大会運営を第一としたコースで実施する。平成 30 年度に

引き続き、沿道の車両及び歩行者の的確な誘導やランナーの安全確保のためのセーフテ

ィコーン・バー設置等の警備関連を充実させ、さらに安全で円滑な大会運営を目指す。 
経常費用は、平成 30 年度予算に措置した主要幹線道交通量調査の完了に伴う委託費皆

減により、前年度比 3,197 千円減少。 
≪成果指標≫ 参加者数 10,000 人 

 
3-3 新宿スポレク（補助） *区計画事業 

体育の日に区民が気軽に参加できるスポーツイベントを、関係団体を含めた実行委員

会形式で運営することで、関係団体との連携を強化しつつ多様なスポーツレクリエーシ

ョン活動に親しむ機会を提供する。 
区計画事業としては、トップアスリートの招聘等を行い、東京 2020 オリンピック・

パラリンピックの気運醸成を図る。 
≪成果指標≫ 来場者数 8,000 人

 
3-4 レガス健康づくり事業（自主） 

新宿コズミックスポーツセンターを中心とした区内公共施設で、定期的・継続的に健

康体力づくりを行うことができる多彩なプログラムを提供する。(１)年間を通じて各年

齢層が目的に応じて参加できる「レガスポ！通年講座」(２)アンケート結果等からリク
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エストの多い講座、新しいジャンル講座を実施する「レガスポ！10」(３)新宿コズミッ

クスポーツセンター以外の施設で行う「出張レガスポ！」(４)区内団体等からの依頼に

より、講師の手配を行う「出前レガスポ！」を実施する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 53,000 人

 
3-5 新宿区体育協会及び新宿区レクリエーション協会加盟団体への支援（補助） 

一般社団法人新宿区体育協会および NPO 法人新宿区レクリエーション協会の各加盟

団体の活動を支援する。主催事業の広報、体育協会事務局活動への支援、都民大会への

選手派遣、施設利用における優遇措置等により、区民のスポーツ・レクリエーション活

動の振興と発展に寄与する。 
≪成果指標≫ 派遣種目数 52 種目 

 
3-6-(1) 区民スポーツ大会（自主） 

区民スポーツ大会の円滑な実施及び運営体制の強化のため、繁忙期に業務補助員を雇

用する。 
 
3-6-(2) 区民スポーツ大会（補助） 

区民の健康や体力増進のため、スポーツ活動への取り組みが継続的に行われるよう

に、また、その成果を発揮できる場として一般の部 31 種目、中学の部 12 種目、小学生

の部 5 種目、計 48 種目を実施する。大会を通して区民の親睦と交流を図る。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 21,000 人 

 
3-7 団体等と連携したスポーツ普及事業（自主） 

地域の活動団体と連携し、年齢に応じた学習機会の提供を行う。小学生スポーツ教室

(陸上教室)、ラジオ体操、障がい者スポーツ大会、健康ウォーキング、ソフトバレーボ

ール大会等を実施する。また、小学生将棋大会、小学生百人一首かるた大会、小学生囲

碁大会等の頭脳スポーツ大会も開催する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数（ラジオ体操）75,000 人 /（その他事業）1,500 人 

 
 
４ 次代を担う児童や青少年の育成 
4-1-(1) レガス子どもクラブ（自主） 

子どもたちが安心してスポーツ・レクリエーション活動及び学習活動に参加できる場

と機会の提供を目的に、各種プログラムを実施する。 
具体的には、新宿区の資源（人・まち・団体・施設・自然等）を活用し、事業を行う

中で郷土新宿への愛着・知識を培うことを目的とする「総合体験プログラム」（通年日曜
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開催、全 18 回）のほか、「フットサルクラブ」「図工クラブ」「英語クラブ」等のスポーツ・

文化の種目別通年プログラム 6 種目を実施する。 
≪成果指標≫ 参加者数 223 人 

 
4-1-(2) レガス子どもクラブ（補助）/ 小学生スポーツ教室 

運動が苦手な子どもたちを対象とし、運動習慣の定着と基礎的な体力・運動能力（走

る・跳ぶ・投げる）の向上を目的に、子どもたちに身近な学校体育・体育あそびの種目

（マット運動、跳び箱、縄跳び、かけっこ等）を中心としたスポーツ教室を実施する。

また、保護者を含めた栄養指導を実施し、栄養面における子どもたちの基礎的な体力の

向上と健康増進を支援する。 
≪成果指標≫ 参加者数 27 人、平均参加回数 20 回 

 
4-2 子ども未来講座（自主） 

子どもたちに実験や工作等、さまざまな体験を通じてサイエンスの楽しさを知っても

らうとともに、科学や技術に対する興味・関心を育む各種講座を実施する。本事業の実

施内容のうち、「レガスサイエンスクラブ」については、これまで以上に子どもに魅力あ

る体験の機会を提供するため、全 6 回中 2 回を「特別プログラム」として、事業実施に

係る予算規模を増額し、講師や器材等を一層充実させたプログラムとして実施する。 
≪成果指標≫ 参加者数 468 人 

 
4-3 放課後子どもひろば（受託） 

区立小学校 19 校において、放課後および学校休業日に、地域と協働して安全で充実し

た子どもの遊びや学びの場を提供する放課後子どもひろばを受託運営する。 
平成 31 年度は、昨年度ひろば 19 校のうち 17 校で実施していた学童クラブ機能付き放

課後子どもひろば、愛称「ひろばプラス」を新たに牛込仲之小学校でも拡大実施し、計

18 校の「ひろばプラス」を運営する。 
経常費用は、「ひろばプラス」実施校の拡大や資格手当新設によるパート人件費増等に

より、前年度比 21,602 千円増加。 
≪成果指標≫ 延べ参加人数 194,253 人、新一年生登録率 86% 

 
4-4 美術鑑賞教育支援事業（受託【区教育委員会】） 

区内の小・中学校の児童・生徒に、美術文化に触れる機会を提供し、子どもたちの豊

かな心の醸成と心身の健全な育成を図る。 
また、公益財団法人損保ジャパン日本興亜美術財団との連携により、「対話による美

術鑑賞教室」を順次開催し、学校の教育活動を支援する。 
≪成果指標≫ 参加学校数 38 校 
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4-5 レガスサイエンスフェスタ（自主） 
子ども未来講座の協力・連携団体をはじめ、都内の民間企業、大学等との連携・協働

により、普段の学校では体験できない実験や工作を１日で複数体験できるイベントを開

催する。 
平成 30 年度は、5 年毎に実施される周年事業の「子どもフェスタ」として開催したが、

平成 31 年度はレガスサイエンスフェスタとして通常化しての開催となるため、経常費用

は、前年度比 4,832 千円減少。 
≪成果指標≫ 参加者数 315 人 
 

 
５ 国際相互理解の促進 
5-1-(1)  日本語学習支援事業 (1)親子日本語教室 夏休み・春休み子ども日本語クラス（自主） 

子育て中の親及び日本語学習が必要な子どもへの日本語指導を実施する。託児を可能

とし、親が安心して学習できる環境をつくる。また、夏休み・春休み期間を利用し、日

本語が不自由な児童・生徒を対象に日本語指導を実施する。さらに、日本語指導の多く

はボランティアに依頼するため、教材活用の参考となる研修会を年 1 回開催する。 
≪成果指標≫ 親子日本語教室学習者登録数 78 人、夏休み・春休み子ども日本語クラス

参加者数 36 人、日本語ボランティア交流研修会登録数 195 人 
 
5-1-(2) 日本語学習支援事業 (2)新宿区日本語教室、子ども日本語教室（受託） 

区内で約 12%を占める在住外国人が、生活に必要な最低限の日本語を習得できるよう

に、区内 10 か所で 12 の日本語教室、しんじゅく多文化共生プラザで無料の日本語学習

機会の提供を行う。また、区立小・中学校の児童（小学 4 年生以上）・生徒を対象に、子

ども日本語教室を実施する。 
≪成果指標≫ 新宿区日本語教室学習者数 650 人、無料日本語学習の場の提供延べ受講

者数 3,800 人、子ども日本語教室学習者数 45 人 
 
5-1-(3) 日本語学習支援事業 (3)放課後日本語学習支援（受託【区教育委員会】） 

日本語支援が必要な児童・生徒に対し、放課後にマンツーマンで日本語並びに教科学

習の支援を行う。子ども支援ボランティアに 1 回 2 時間、年間上限 70 回の支援を依頼す

る。また、ボランティアの養成講座を全 12 回、年間 2 コース実施するとともに、すでに

支援の経験があるボランティアの研修会も年 3 回実施する。 
≪成果指標≫ 参加者数 350 人 

 
5-1-(4) はじめてしゃべる日本語クラス（自主） 

平成 29 年度に 5-1-(1)日本語学習支援事業の中で新規事業として開始、平成 30 年度に
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5-1-(4)の事業として独立させた日本語最初級者対象の日本語教室を引き続き実施する。

最初級者対応のボランティア研修や教材の更新を通じたノウハウの確立を目標とする。 
文化庁への地域日本語教育実践プログラムへの申請は平成 31 年度が最後となるため、 

令和 2 年度（2020 年度）以降の本事業の位置づけについて新宿区と共に検討を行う。 
≪成果指標≫ 参加者数 61 人 

 
5-2 外国にルーツをもつ子どものための高校進学ガイダンス（補助） 

外国語を母語とする生徒、保護者及び進路指導等に携わる方々を対象に、日本の高校

進学制度や進学事情について知る機会を提供する。委託先による高校進学案内だけでは

なく、高校に進学した外国籍の高校生からの体験談を取り入れ、制度の理解や不安の解

消につながる機会を提供する。多言語高校進学ガイダンス東京実行委員会との連携によ

り、さらに多くの参加者の獲得を目指す。 
≪成果指標≫ 参加者数 50 人 

 
5-3 多文化交流事業（自主） 

国際理解及び日本文化理解を深め、多文化共生社会の推進に寄与する講座、イベント

を実施する。隔月で年間 6 回実施する多文化交流プログラムをはじめ、茶道、華道、水

墨画等の日本文化を体験できるイベント「ひなまつり」、来日 2 年以内の外国人が日本語

で様々な体験や主張を発表する「日本語スピーチコンテスト」を実施する。 
≪成果指標≫ 参加者数 748 人 

 
5-4 外国人相談窓口運営業務委託（受託） 

在住外国人の生活相談（対面・電話）に 6 か国語で対応し、問題解決へのアドバイス

を無料で行う。区役所 1 階では、月曜日から金曜日にかけて英語、中国語、韓国語での

相談に対応する。しんじゅく多文化共生プラザでは、曜日指定で英語、中国語、韓国語、

タイ語、ミャンマー語、ネパール語での相談に対応する。  
≪成果指標≫ 相談件数 5,353 件 

 
 
６ 地域の魅力の内外への発信 
6-1 新宿ファッションフィールド（補助） 

「ファッションのまち新宿」を区内外に発信するため、区内の団体、企業、専門学校

等の協力を得て、新宿をテーマとしたファッションショーを実施する。コンクール形式

で区長賞、観客賞等を設け、受賞者には賞金等を授与する。平成 30 年度は全国 17 都府

県よりデザイン画 3,089 点の応募があり、20 点が実際に衣裳制作、審査された。平成 31
年度はさらに周知を工夫し、応募点数の増加に努める。 
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≪成果指標≫ 応募点数 2,300 点、来場者数 600 人 
 
6-2-(1) 友好都市等との交流事業 (1)人的交流事業（補助） 

友好都市ベルリン市ミッテ区との青少年交流は、観光やホームステイ等を中心に隔年

でそれぞれの受入れを実施している。平成 31 年度は、新宿区の青少年 12 名をミッテ区

に派遣する。また、長野県伊那市との交流事業では、農家に宿泊し野菜の収穫体験等を

行う市民交流と、新宿区民踊連盟会員や民踊愛好家が伊那まつりに参加する民踊交流を

実施する。 
経常費用は、平成30年度に計上していたミッテ区青少年受入れ経費が皆減されるため、

前年度比 1,766 千円減少。 
≪成果指標≫ 参加者数 88 人 

 
6-2-(2) 友好都市等との交流事業 (2)作品交流事業（補助） 

新宿区及び友好都市である中国北京市・東城区、ギリシャ・レフカダ市、長野県・伊

那市の児童・生徒の絵画や書道作品を集め、新宿駅西口広場イベントコーナーにて新宿

区友好都市展示会を実施する。また、新宿文化センター等の財団管理施設でも小展示会

を行い、より多くの方々が友好都市の存在や作品の素晴らしさに触れる機会をつくる。

さらに、新宿区及び伊那市の作品を海外の友好都市に送り、現地での展示会の実施を依

頼する。 
≪成果指標≫ 出展作品数 300 点 

 
 
７ 地域社会の健全な発展の促進 
7-1 新宿青年教室（補助） 

新宿区に在住・在勤または新宿区内の学校の特別支援学級を卒業し、知的障がいのあ

る 15 歳以上の方を対象に、通年にわたり 8 月を除く各月 2 回程度（日曜）、生涯学習活

動に参加できる機会を提供する。スポーツ、創作（絵画・手工芸）、楽器演奏、日常生活

の機能向上訓練、調理等の活動を通じて仲間同士の交流や地域との関わりを深め、日常

生活が豊かなものとなるよう支援を行う。また、角筈地域センターまつり等の地域イベ

ント、新宿シティハーフマラソンにおけるスペシャルラン等の行事への積極的な参加や、

地域団体の協力によって、さらなる事業の周知や交流機会の創出を図る。 
≪成果指標≫ 地域との連携 5 回 

 
7-2 民間等と連携した機会提供事業（自主） 

都内で活動している NPO 団体、企業、学校法人等と連携し、団体が持つノウハウや資

源を活用した多様かつ質の高い事業を区民等に提供する。「こどものためのお箏教室（連
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携先：公益社団法人日本三曲協会）」「3D ラテアートをつくろう（連携先：キーコーヒー

株式会社）」「わんぱく相撲新宿区大会（連携先：わんぱく相撲新宿区大会実行委員会

公益社団法人東京青年会議所新宿区委員会）」は、財団と複数年度協定を結び魅力的かつ

継続的に事業実施している。 
≪成果指標≫ 連携応募件数 7 件 
 

7-3 コミュニティスポーツ大会（補助） 
地域でのスポーツ活動を通じて世代間交流を広げ、コミュニティの発展に寄与するこ

とを目的に、特別出張所単位で実行委員会を組織して行う地区大会、各地区から推薦さ

れた参加者同士の交流を促す中央大会を実施する。正式競技の 3 種目（ビーチボールバ

レー、ユニカール、輪投げ）に加え、パラリンピック正式種目であるボッチャのオープ

ン競技としての導入をさらに推進する。 
≪成果指標≫ 参加者数 3,500 人 

 
7-4-(1)① 地域活力推進事業 (1)①地域スポーツ・文化事業の推進（自主） 

共生社会の推進、東京 2020 オリンピック・パラリンピック気運醸成、地域スポーツ・

文化活動のさらなる振興を目的とし、日ごろの地域活動の紹介・体験を中心としたイベ

ント「みんなのスポカルフェスティバル」を新たに実施する。また、地域団体の活動を

より活性化させるため、スポーツ用品等の整備・貸出を行う。 
≪成果指標≫ みんなのスポカルフェスティバル 参加者数 300 人 

 
7-4-(1)② 地域活力推進事業 (1)②地域スポーツ・文化事業の推進（補助） 

区立小・中学校等の施設を活用し、10 地区において、PTA、スクールコーディネータ

ー、スポーツ推進委員等、地域の住民等で構成された 9 つの地域・スポーツ文化協議会

への助成を実施する。また、安全管理等に関する講習会の実施、学校との共有物品等の

購入、団体総合保障制度費用保険への加入等を行う。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 90,000 人 

 
7-4-(2) 地域活力推進事業 (2)学校施設等活用事業（受託） 

区立小・中学校等の校庭、体育館、プール等の施設を、区民の生涯学習・スポーツ活

動の場として開放する。区立小・中学校等 41 校に加え、旧都立市ヶ谷商業高等学校の施

設も引き続き開放を行う。  
経常費用は、人件費増や人件費上昇による委託費増等により、前年度比 4,308 千円増

加。 
≪成果指標≫ 参加者数 360,000 人 
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7-5 地域文化ネットワークの推進（自主） 
新宿の文化を情報発信している施設・団体等をネットワーク化し、地域内での協働が

活性化するようコーディネートを行う。定期的に連絡会を開催しながら、地区協議会や

地域活動等、地域の文化芸術活動に対して積極的に協力し、展示会やイベントの開催等

につなげる。また、平成 31 年度については、新宿全域にわたる施設・団体に呼びかけ

て交流会を実施する。 
≪成果指標≫ 協働イベント数 8 回 

 
7-6 区民団体等による自主企画事業に対する支援事業（補助） 

新宿区内を拠点として活動する区民団体及び地域団体等が、自主的に企画する事業の

実施を広報活動、会場優先予約、支援金支給により支援する。自主活動団体が連続講座

またはイベントを実施する際に支援を行う「区民プロデュース支援事業」と、高齢者向

け教養講座を支援する「高齢者教養講座支援事業」を行う。 
≪成果指標≫ 延べ申請事業数 30 事業 

 
7-7-(1) レガス新宿地域人材ネットの運用（自主） 

地域活動の充実に寄与する団体や指導者と、地域活動を探している方をつなぐネットワ

ークサービスのシステムを運用する。 
≪成果指標≫ システムページビュー 6,500 回 

 
7-7-(2) レガス新宿地域人材活動支援（補助） 

生涯学習指導者・支援者の登録制度を運用し、区や区民等からの要望により登録人材の

紹介を行う。講習会や日本語ボランティア講座等を開催し、登録者にスキルアップの機会

を提供するとともに、制度の周知チラシの作成や登録者の活動調査等を実施する。また、

多文化共生社会の実現に向けた取り組みとして、公的機関が実施するスポーツ・文化活動

への通訳・翻訳ボランティアの紹介・派遣を行う。 
≪成果指標≫ 登録者数 924 人 

 
 
８ 新宿区から受託する施設の管理運営に関する事業 
8-1-(1) 新宿歴史博物館の管理運営 (1)本業務（指定管理） 

新宿の歴史と文化を継承する拠点として、公益法人としての信頼性と機動力を活用し

て、区民等の利用者に対するサービスを向上させ、教養の向上及び文化の発展に寄与す

る。また、開館より約 30 年経過しているため、経年劣化による施設や備品のメンテナ

ンス及び更新について、利用者の利便性に配慮しつつ計画的に対応する。平成 31 年度

については、区の給排水管や講堂音響設備の更新工事が計画されている。 
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経常費用は、隔年実施する全館燻蒸や人件費上昇による委託費増等のため、前年度比

6,992 千円増加。 
≪成果指標≫ 利用者数 56,000 人 
 

8-1-(2) 新宿歴史博物館の管理運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 
施設の管理のみならず、施設を有効活用した各種事業を展開し、魅力的で親しまれる

博物館づくりを積極的に推進する。施設開放イベント（レガスまつり「れきはくまつり」）

を実施するほか、中庭を活用したお茶会、ホワイエにおける区民等を対象とした発表の

場の提供等を行う。また、さらなる利用促進のために「メンバーズ倶楽部」を運営し、

年 6 回程度の会報による情報提供を行い、併せてメンバーズ対象の事業も実施する。常

設展示室内においても定期的に展示替えを行う特設スペースを設け、一層の利用者増を

図る。 
≪成果指標≫ メンバーズ倶楽部会員数 940 人 

 
8-1-(3) 新宿歴史博物館の管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 

博物館利用者に対するサービスを向上させるため、飲料の自動販売機を運営する。ま

た、刊行物やオリジナルグッズによる収益の一部を施設管理費の財源とし、指定管理料

の抑制に寄与する。 
 
8-2-(1) 林芙美子記念館の管理運営 (1)本業務（指定管理） 

作家の林芙美子が晩年を過ごした邸宅を記念館として維持管理し、公益法人としての

信頼性と機動力を活用して区民等の利用者に対するサービスを向上させ、教養の向上及

び文化の発展に寄与する。適切な施設の管理･運営を行うとともに、博物館ボランティア

との協働による植栽管理や解説、朗読会の開催のほか、関連資料の年 4 回の展示替えを

行い、施設のさらなる魅力増に努める。 
≪成果指標≫ 利用者数 12,600 人 

 
8-2-(2) 林芙美子記念館の管理運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 

施設の管理のみならず、施設を有効活用した各種事業を展開し、魅力的で親しまれる

記念館づくりを積極的に推進する。写生や写真撮影の要望に応える休館日開放を年 2 回

程度実施するほか、通常は立ち入ることができない建物の内部公開も年 6 日（各日 2 回）

実施する。また、林芙美子関連書籍コーナーにおいて収集している書籍を随時紹介する。 
≪成果指標≫ 内部公開参加者数 240 人 
 

8-2-(3) 林芙美子記念館の管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 
記念館利用者に対するサービスを向上させるため、林芙美子及び新宿の歴史と文化に
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関連する刊行物・グッズの販売を行う。刊行物やオリジナルグッズによる収益の一部を

施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。 
 

8-3-(1) 佐伯祐三アトリエ記念館の管理運営 (1)本業務（指定管理） 
落合に暮らした洋画家、佐伯祐三のアトリエの保存・公開を通じて、業績を広く発信

し、区民の教養の向上及び文化の発展に寄与する。施設の適切な管理･運営を行うととも

に、ミニギャラリーの展示替えを年 4 回行い、記念館の魅力増を図る。また、ボランテ

ィアとの協働による展示解説やガーデニング活動等を通じて、利用者満足度のさらなる

向上に努める。 
≪成果指標≫ 利用者数 6,800 人 

 
8-3-(2) 佐伯祐三アトリエ記念館の管理運営 (2)本業務(提案業務)（指定管理） 

施設の管理のみならず、施設を有効活用した各種事業を展開し、魅力的で親しまれる

記念館づくりを積極的に推進する。佐伯祐三関連画集・図書コーナーにて、収集してい

る画集や図書を随時紹介するほか、他の落合地区の記念館である林芙美子記念館、中村

彝アトリエ記念館との回遊を促進するルートマップを作成、配布し、利用者増を図る。 
 

8-3-(3) 佐伯祐三アトリエ記念館の管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 
記念館利用者に対するサービスを向上させるため、佐伯祐三及び新宿の歴史と文化に

関連する刊行物・グッズの販売を行う。刊行物やオリジナルグッズによる収益の一部を

施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。 
 
8-4-(1) 中村彝アトリエ記念館の管理運営 (1)本業務（指定管理） 

落合に暮らした洋画家、中村彝のアトリエの保存・公開を通じて、業績を広く発信し、

区民の教養の向上及び文化の発展に寄与する。また、ボランティアとの協働による展示

解説やガーデニング活動等を通じて、利用者満足度のさらなる向上に努める。 
≪成果指標≫ 利用者数 6,800 人 
 

8-4-(2) 中村彝アトリエ記念館の管理運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 
施設の管理のみならず、施設を有効活用した各種事業を展開し、魅力的で親しまれる

記念館づくりを積極的に推進する。中村彝関連画集・図書コーナーにて、収集している

画集や図書を随時紹介するほか、他の落合地区の記念館である林芙美子記念館、佐伯祐

三アトリエ記念館との回遊を促進するルートマップを作成、配布し、利用者増を図る。 
 
8-4-(3) 中村彝アトリエ記念館の管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 

記念館利用者に対するサービスを向上させるため、中村彝及び新宿の歴史と文化に関
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連する刊行物・グッズの販売を行う。刊行物やオリジナルグッズによる収益の一部を施

設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。 
 
8-5-(1) 漱石山房記念館の管理運営 (1)本業務（指定管理） 

夏目漱石の記念館として、これまでの他施設での経験を活かし、施設の整備と展示資

料の充実に努め、利用者サービスの向上を図る。文豪・漱石の作品と生涯、門下生たち

との交流を広く紹介しつつ、関連イベントを通じて地域の方たちに親しまれる記念館づ

くりを目指す。また、人員の増員を図り安定的な運営を行いながら、地域住民との協働、

参画を積極的に推進し、地域に愛され、地域に根ざした記念館運営を行う。 
こうした地域に根ざした館運営を土台として、文豪・漱石の功績を広く、区内外、日

本全国に向けて発信していく。 
経常費用は、人件費やパート人件費増、実績を踏まえた光熱水費増等のため、前年度

比 14,430 千円増加。 
≪成果指標≫ 利用者数 73,000 人 

 
8-5-(2) 漱石山房記念館の管理運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 

記念館の管理だけではなく、図書コーナーの充実や施設を活用した各種事業を開催

し、魅力的で親しまれる記念館づくりを進める。施設開放イベント（レガスまつり「漱

石山房まつり」）を実施するほか、多目的室等を利用した講演会や絵画作品展等を開催す

る。また、特別展、テーマ展開催時以外においても通常展展示替えを定期的に行い、魅

力ある展示を公開することで、さらなる利用者増を図る。 
 

8-5-(3) 漱石山房記念館の管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 
記念館利用者に対するサービス向上のため、館内ミュージアムショップにおいて、夏

目漱石に関連するグッズや、漱石の著書、漱石に関連する刊行物を販売する。これらの

グッズや刊行物販売収益の一部を施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。 
 
8-6-(1) 新宿文化センターの管理運営 (1)本業務（指定管理） 

文化団体、生涯学習団体等に施設を貸し出し、区民の文化活動、学習活動の場を提供

する。新宿文化センターの安全で快適な施設づくりを進めるとともに、東京 2020 オリ

ンピック・パラリンピックに向けてテロ対策を強化する。また、ホールに特化した専門

的研修を実施し、人材ソフト部門の能力向上を図る。 
 経常費用は、実績を踏まえた光熱水費増や人件費上昇による委託費増等のため、前年

度比 15,616 千円増加。 
≪成果指標≫ 全施設平均稼働率 79.5％、大ホール平均稼働率 80.3％ 
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8-6-(2) 新宿文化センターの管理運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 
新宿文化センターの安全で快適な施設づくりと、在住者のみならず在勤者、在学者等

多様な人々が参加できる文化活動及び学習機会を提供する。具体的には、施設活用事業

（レガスまつり「新宿文化センターまつり」、ホール活用コンサート、パイプオルガン活

用事業、区内在住芸術家活用事業、はじめてのおんがくかい）、参加協働事業（新宿 春
の楽しいジャズ祭り、沖縄音楽フェスティバル、新宿ユース・ステージパフォーマンス、

国際都市新宿・踊りの祭典、新宿演劇祭）、誘致型公演等を行う。また、新宿文化センタ

ー友の会等について会員数増加を図る。 
≪成果指標≫ 入場者数 12,320 人、友の会登録数 170 人、チケット Web 会員数 5,000 人 
 

8-6-(3) 新宿文化センターの管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 
新宿文化センターの利用者サービスの向上を図るため、館内に自動販売機を設置し、

飲料を販売するほか、新宿文化センター貸館事業のチケットを受託販売する。また、そ

れらの販売手数料の一部は施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。 
 
8-6-(4) 新宿文化センターの管理運営 (4)本業務(新宿文化センター開館 40 周年記念事業)  

（指定管理）【新規】 
新宿文化センターが平成 31 年 4 月 1 日で 40 周年を迎えることから、「ドレスデン・フ

ィルハーモニー管弦楽団演奏会」「ポピュラーコンサート」「新宿区名誉区民演奏会」を

実施し、40 周年を記念する。 
≪成果指標≫ 入場者数 3,650 人 

 
8-7-(1) プラネタリウムの運営 (1)管理（受託【区教育委員会】） 

一般公開では四季ごとに番組を投影する。平成 29 年度より番組を一新し、これまで

の静止画をコマ送りするスライドショー番組から、デジタルプロジェクターを使用した

動画番組をドーム全体に投影する形式を導入した。平成 31 年度の公開日数は、年間 40
日を予定している。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 2,520 人 

 
8-7-(2) プラネタリウムの運営 (2)活用（自主） 

プラネタリウムを「芸術や文化に親しむ場」「大都会新宿の癒しの場」「新たな生涯学

習活動の場」として活用する。多彩なジャンルのアーティストによる星空コンサート、

未就学児対象の星空イベントや、障がいのある方が気軽に参加できるわくわくプラネタ

リウムのイベント等を年間 19 回実施し、プラネタリウムを有効利用する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 2,080 人 
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8-8-(1) 新宿コズミックスポーツセンターの運営 (1)本業務（指定管理） 
竣工 25 年が経過し、設備の更新時期をむかえていることから、引き続き計画的な修

繕を実施する。また、利用者の満足度向上のため、館内の美化や利用しやすいレイアウ

トへの変更等を実施する。 
経常費用は、パート人件費増や人件費上昇による委託費増等のため、前年度比 26,536

千円増加。 
≪成果指標≫ 延べ利用者数 576,000 人 利用率 80.0% 
 

8-8-(2) 新宿コズミックスポーツセンターの運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 
生涯学習・スポーツ活動の普及促進のため、新宿コズミックスポーツセンターを活用

しスポーツ教室や体験会、ロビーコンサート、施設緑化など様々な事業を区民団体等と

連携して実施する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 102,000 人  

 
8-8-(3) 新宿コズミックスポーツセンターの運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 

施設利用者へのサービス向上を目的として、飲料の自動販売機、マッサージチェア、

コピー機を施設内に設置して、利用者に提供する。また、スポーツ用品の販売やロッカ

ーの貸し出しによる収益の一部を施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。

 
8-9-(1) 大久保スポーツプラザの運営 (1)本業務（指定管理） 

区民の生涯学習・スポーツ活動の拠点として、施設を効果的、効率的に運営するため

に必要な館内設備の改善を引き続き行う。また、和室を個人利用として開放するなど、

施設の稼働率を上げるための施策を実施する。 
経常費用は、実績を踏まえた修繕費増や人件費上昇による委託費増等のため、前年度

比 3,466 千円増加。 
≪成果指標≫ 延べ利用者数 80,000 人、利用率 75.0% 

 
8-9-(2) 大久保スポーツプラザの運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 

区民の生涯学習・スポーツ活動の普及促進のため、和室での落語会、多目的ホール等

での無料コンサート、児童遊戯室にて未就学児を対象とした教室等、大久保スポーツプ

ラザの特性を活かした多様な事業を展開する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 1,994 人 

 
8-9-(3) 大久保スポーツプラザの運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 

施設利用者の利便性の向上を目的として、飲料の自動販売機、コピー機を施設内に設

置して、利用者に提供する。また、収益の一部を施設管理費の財源とし、指定管理料の
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抑制に寄与する。

 
8-10-(1) 公園内運動施設の運営 (1)本業務（指定管理） 

区民のスポーツ活動及びレクリエーション活動の普及推進のため、施設の開放を実施

する。利用者の利便性・満足度の向上を図るため、職員の巡回による施設の状態把握、

施設・附帯設備の環境整備を実施する。 
経常費用は、パート人件費増や人件費上昇による委託費増等のため、前年度比 2,243

千円増加。 
≪成果指標≫ 延べ利用者数 165,000 人 利用率 80.0% 

 
8-10-(2) 公園内運動施設の運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 

プロスポーツ団体等と連携し、青少年にスポーツの楽しさを伝えるとともに、競技レ

ベルを向上させる教室を引き続き実施する。また、施設利用団体相互の情報発信の場と

して情報交換ボードを設置し、利用団体の活動を支援する。 
≪成果指標≫ 延べ参加者数 2,500 人 

 
8-10-(3) 公園内運動施設の運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 

施設利用者の利便性の向上を目的として、飲料の自動販売機を各施設内に設置して、

利用者に提供する。また、収益の一部を施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄

与する。

 
8-11 四村橋脇公衆便所扉開閉等委託（受託） 

西落合公園少年野球場・庭球場に隣接する公衆トイレを管理し、利用環境向上を図る。 
 
8-12 運動広場の管理運営（受託） 

区民のスポーツ活動への参加機会拡大につなげるため、区内多目的運動広場の管理運

営や上智大学真田堀運動場の開放等を実施する。また、各施設の管理人、委託業者と連

携し、安全な施設運営を行い、利用者の満足度向上を図る。 
≪成果指標≫ 延べ利用者数 80,000 人 

 
8-13 区内都立高等学校との連携事業(施設開放等)（補助） 

区民がスポーツ活動及び生涯学習活動を実践する場や機会の拡充を図るために、都立

新宿山吹高等学校、都立戸山高等学校においてプール、体育館等の施設開放事業を実施

する。 
≪成果指標≫ 延べ利用者数 12,000 人 
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8-14-(1) 生涯学習館の管理運営 (1)本業務（指定管理） 
区内 5 か所の生涯学習館の安全で快適な施設づくりと、「区民が学び、集い、文化的活

動等に親しむことができる機会及び場所を提供し、生涯学習の振興を図る」ことを目的

として施設運営を行う。また、老朽化する施設の経年劣化に対し早期に適切な修繕を行

い、利用者が安全かつ安心に利用できる施設の維持管理に努める。 
経常費用は、パート人件費増や人件費上昇による委託費増等のため、前年度比 11,580

千円増加。 
≪成果指標≫ 利用者数 267,000 人、稼働率 88.5％ 
 

8-14-(2) 生涯学習館の管理運営 (2)本業務(提案事業)（指定管理） 
日頃の生涯学習活動の発表の場として、各館で実施する「生涯学習館まつり」の他、

新宿文化センターと連携して「生涯学習フェスティバル」「音楽・コーラスのつどい」「新

宿演劇祭」等への参加機会を提供する。また、地域自治会の要望をもとにして、防犯や

健康等に関する講演会を企画し、地域貢献に寄与する。 
≪成果指標≫ 生涯学習館まつり参加団体数 220 団体 

 
8-14-(3) 生涯学習館の管理運営 (3)指定管理自主事業（指定管理） 

生涯学習館の利用者サービスの向上を図るため、館内に自動販売機を設置し、飲料を

販売する。また、収益の一部を施設管理費の財源とし、指定管理料の抑制に寄与する。

8-15 ギャラリーオーガード”みるっく”の管理運営（受託） 
生涯学習活動の支援と明るく美しい都市空間を提供することを目的として、新宿大ガ

ードにある展示スペース 5か所と展示ボックス 10か所に区民の作品を中心とした展示を

行う。 
≪成果指標≫ 展示団体数 12 団体 

 
8-16 江戸川河川敷グラウンドの利用調整等（受託）【新規】 

子どもたちがスポーツを楽しめる場や機会の創出を達成するため、新宿区が借り上げ

る江戸川河川敷グラウンドを利用する団体の利用調整等を行う。 
グラウンドは、一般社団法人サンケイスポーツセンターが管理する江戸川河川敷（埼

玉県三郷市）の野球のみ及び野球（硬式も可）とサッカー兼用の計 2 グラウンド。利用

日は野球のみは日曜、兼用は土日祝で、平成 31 年度（2019 年度）の利用期間は 6 月か

ら 12 月中旬まで及び 3 月。 
財団は、利用団体の登録、予約、抽選及び受付業務、利用団体からの料金の収受、新

宿区への支払い業務等を行う。 
≪成果指標≫ 利用率 70% 
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8-17 四谷駅前再開発公益棟地下階の運営準備（補助）【新規】 
令和 2 年度（2020 年度）から実施予定の四谷駅前再開発公益棟地下階の運営業務に先

立ち、業務を円滑に行うため、システム改修、周知活動等の準備業務を行う。 
 
 
 
９ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 
9-1-(1)①  広報・広聴の充実 (1)①広報紙の発行（自主） 

財団広報紙『Oh!レガス新宿ニュース』を年 24 回発行し、財団実施事業の認知度向上

を図るための特集記事を作成するほか、小・中学校児童生徒向け広報紙『総合チラシ』

を年 4 回発行する。 
経常費用は、紙面実績に応じた自主事業比率の見直しによる広報紙作成・折込の委託

費減等により、前年度比 3,593 千円減少。 
≪成果指標≫ 広告枠販売数 433 枠 
 

9-1-(1)②  広報・広聴の充実 (1)②広報紙の発行（補助） 
財団広報紙『Oh!レガス新宿ニュース』を年 24 回発行し、財団実施事業の認知度向上

を図るための特集記事を作成するほか、財団管理施設以外も含めた区内スポーツ・文化

施設の案内や貸出し方法等を記載した『新宿区生涯学習施設ガイド』を発行する。 
経常費用は、紙面実績に応じた自主事業比率の見直しによる広報紙作成・折込の委託

費増等により、前年度比 2,353 千円増加。 
≪成果指標≫ 広告枠販売数 433 枠 

 
9-1-(2)  広報・広聴の充実 (2)ホームページ・メールマガジンの運営（自主） 

タイムリーな情報発信のために、コンテンツ管理システムの適切な管理運用を行い、

利用者にとって使い勝手のよいウェブサイトを構築する。 
ウェブサイト上で集約した利用者の意見や感想をウェブサイト構築に反映する。 

≪成果指標≫ HP アクセス数 1,000,000 人 
 
9-2-(1) 総合受付システムの運営（自主） 

地域センター、新宿中央公園フットサルコート、および新宿 NPO 協働推進センターと

の協定に基づいた各館施設の受付システムを運営する。 
≪成果指標≫ 利用者登録数 17,200 人 
 

9-2-(2) 総合受付システムの運営（補助） 
財団管理施設等の施設予約について、インターネットによる予約受付を行うためのシ
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ステムを運用し、利用者の利便性向上を図る。サーバーやシステム障害によるアクセス

不可の要因を排除し、安定したサービスを供給する。 
≪成果指標≫ 利用者登録数 17,200 人 

 
9-3-(1)①  財団の管理運営 (1)①財団経営（自主） 

公益法人として適切な事業運営を行うとともに、効率的かつ効果的な手法で業務改善

を行う。また、財団運営に必要な業務を適切に処理するため、弁護士および社会保険労

務士との顧問契約をそれぞれ継続する。 
 
9-3-(1)②  財団の管理運営 (1)②財団経営（補助） 

公益法人として適切な事業運営を行うとともに、効率的かつ効果的な手法で業務改善

を行う。また、定款に定める公益事業を効果的に実施するため、必要な役員や管理職等

を配置する。予算措置職員数は 52.55 人（ライン職 33.62 人、スタッフ職 18.93 人）。 
経常費用は、昇給等の給与単価見直しに伴う人件費増等により、前年度比 24,453 千円

増加。 
 

9-3-(2)①  財団の管理運営 (2)①人事労務管理・給与・人材育成・福利厚生（自主） 
人事・給与の諸規則に基づき、給与・福利厚生事務等を適切に実施する。業務効率化

や職員能力向上を図るため、各種研修の受講実施や資格取得支援を行う。また、職員の

衛生水準向上を図るため、人間ドック受診費用補助やインフルエンザ予防接種費用支援

を行う。 
 
9-3-(2)②  財団の管理運営 (2 ②人事労務管理・給与・人材育成・福利厚生（補助） 

人事・給与の諸規則に基づき、給与・福利厚生事務等を適切に実施する。また、事業

規模に応じた適切な人員配置を行うため、職員採用試験や昇任試験等を着実に実施する。

さらに、業務効率化や職員能力向上を図るため、各種研修を実施する。 
 
9-3-(3)①  財団の管理運営 (3)①予算･決算･財務･経理･契約（自主） 

事業計画及び予算、実績報告書及び決算報告書を作成する。 
公益法人会計基準に則った会計処理、関係諸法令に則った契約事務や、職員の会計処

理、契約事務能力向上のための指導及び研修を実施する。また、区監査に対応するととも

に、内部監査を実施する。さらに、資金運用計画の策定及び資金運用委員会を開催し、適

正かつ効果的な資金運用を行うとともに、コンプライアンスの観点から外部の会計監査人

等の監査を実施する。 
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9-3-(3)②  財団の管理運営 (3)②予算･決算･財務･経理･契約（補助） 
事業計画及び予算、実績報告書及び決算報告書を作成する。 
公益法人会計基準に則った会計処理、関係諸法令に則った契約事務を実施する。また、

区監査に対応するとともに、内部監査を実施する。 
 
9-3-(4)①  財団の管理運営 (4)①総務・庶務・文書（自主） 

一般事務、セキュリティ対策等法人運営全般に関する各種必要な業務を行う。また、

財団施設のインターネット回線の刷新を順次進め、利用者サービスや業務効率の向上を

図る。 
経常費用は、パソコン OS のアップグレード作業完了による委託費減等により、前年度

比 3,018 千円減少。 
 
9-3-(4)②  財団の管理運営 (4)②総務・庶務・文書（補助） 

理事会・評議員会等の会議体を適切に開催する。また、規程・規則・要綱等の制定・

改廃を適宜行う。その他、法人運営全般に関し、必要な業務を行う。 
 
 
 
※自主事業：定款の目的に基づき、区民等に対して歴史、文化、芸術、スポーツ等の生涯

学習の機会を提供し、区民等の自発的な参画と相互交流を深めるために、財

団が区外郭団体として独自に行う事業で、自主財源を原資として実施。自主

財源は、基本財産等の運用益、指定管理事業・受託事業の収益向上や経費削

減によって捻出。 
※補助事業：区の施策目的に基づき、財団が裁量を持って実施する事業で、区補助金を原

資として実施。 
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